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ご　挨　拶

栃木県小児保健会　会長　有阪　　治

この１年間、栃木県小児保健会の運営へのご協力に、感謝申し上げます。　　
子どもの成長や発育に影響する社会や環境の状況に注意を払い、子どもの変化や異常を早く捉

え、あるいは起こりうる問題を予想し、子どもが健全に成長できるように、社会あるいはコミュ
ニティとしてなすべきことを考えていくのが小児保健の使命であります。

しかし、少子化の傾向は益々進み小児人口の減少には歯止めがかかりません。
少ない子どもをいかに健康に育て、日本を背負う人材に育てるかということは、われわれ大人そ
して社会の責務であり、その責任は益々大きくなっています。

昨年、杉田憲一・元会長、白石裕比湖・前会長から本会を引き継ぎ、事務局として運営には鋭
意努力してまいりました。しかし、今後も本会の活動を継続していくためには、予算面において
会の運営方針を見直す必要が出てまいりました。会員の皆様からの会費のみでの運営は不可能で
あり、これまで関係する企業や団体へご寄付を仰いできましたが、昨今の社会経済状況からそれ
も容易でなくなりつつあります。

そこで、今後、栃木県小児保健会を継続、運営していくためにはどうすべきかについて、本年3
月の役員会で話し合われ、その後、役員間でのファックス会議も行いました。また、全国の小児
保健会の現状も調べました。会員の皆様には、なるべくご負担のかからない方策を提案し、ご理
解をいただきいと思っております。7月20日の総会にはぜひ出席していただきますよう、また、ご
出席がかなわない会員の方には、委任状を提出していただけますよう、よろしくお願いを申し上
げます。

皆様のさらなるご健勝をお祈り申し上げます。
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平成24年度栃木県小児保健会
栃木県小児保健会総会・研修会のご案内

栃木県小児保健会
会長　　有阪　治 　　

日　時：平成24年7月21日（土）午後１時　受付開始
会　場：宇都宮市医師会館５階講堂

宇都宮市戸祭4-1-15　Tel：028-622-5255

プログラム

１．受付　13：00〜13：30

２．総会　13：30〜14：00
１）会長あいさつ
２）議事　

（１）議長選出
（２）平成23年度事業報告
（３）平成23年度決算報告・監査報告
（４）平成24年度事業計画案
（５）平成24年度予算案
（６）役員選任

シンポジウムに先立って
来 賓 挨 拶　　　　栃木県保健福祉部こども政策　課長 高野　孝男

３．シンポジウム　「 栄養と思わぬ健康障害 」　14：00〜15：20
自治医科大学小児科　教授 白石裕比湖

１）「妊婦の体格・栄養と出生児への影響」
自治医科大学小児科  准教授 河野　由美  

２）「鉄欠乏症を中心とした栄養障害―胎児期から思春期まで―」
谷口医院  副院長 谷口　洋子

３）「サプリメントによる思わぬ健康への影響」
獨協医科大学小児科  講師 小山さとみ

４）「児童の栄養と健康の問題 ―学校給食での対応と課題―」
宇都宮市立岡本北小学校　主任 江連　俊明

４．特別講演「注意：特殊ミルク・経腸栄養剤使用でのビタミン、微量元素の欠乏」
15：30〜16：30

座長：獨協医科大学小児科  教授 有阪　　治　
帝京平成大学健康栄養学科　教授・学科長 児玉　浩子
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妊婦の体格・栄養と出生児への影響

自治医科大学小児科　講師 河野　由美
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シンポジウム２

鉄欠乏症を中心とした栄養障害―胎児期から思春期まで―

谷口医院　副院長 谷口　洋子
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シンポジウム３

サプリメントによる思わぬ健康への影響

獨協医科大学小児科　講師 小山　さとみ
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シンポジウム４

児童の栄養と健康の問題 ―学校給食での対応と課題―

宇都宮市立岡本北小学校　主任 江連　俊明
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特別講演

注意：特殊ミルク・経腸栄養剤使用でのビタミン、微量元素の欠乏

帝京平成大学健康栄養学科　教授・学科長 児玉　浩子
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栃木県小児保健会役員名簿（平成24年度）
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第１章　総　　　則
（名称）
第１条　本会は栃木県小児保健会と称する。

（目的）
第２条 本会は小児保健に関する調査研究、

知識技術の普及向上をはかり、もっ
て小児の保健及び福祉の増進に寄与
することを目的とする。

（事業）
第３条　本会は前条の目的を達成するため次

の事業を行う。
１　小児保健に関する調査研究
２　学会、講演会等の開催
３　機関誌等の発行
４　その他、本会の目的を達成するため

に必要な事業

第２章　会　　　員
（組織）
第４条　本会員は正会員と賛助会員とをもっ

て組織する。
２　正会員は本会の趣旨に賛同して入会

したものとする。
３　賛助会員は本会の事業を賛助するた

め入会したものとする。
（会員）
第５条　正会員の年会費は1,000円とする。

２　賛助会員の年会費は１口10,000円と
し、１口以上とする。

（入会）
第６条　本会に入会しようとするものは、別

に定める入会申込書に会費を添えて、
本会の事務所に申し込むものとする。

第３章　役　員　等
（役員）
第７条　本会に次の役員をおく。

会　長　１名
副会長　３名
理　事　若干名
（うち常任理事若干名）
監　事　２名

（選任）
第８条　理事及び監事は正会員の中から総会

において選任する。
２　常任理事は、理事の互選による。

（職務権限）
第９条　会長は、本会を代表し会務を総理す

る。
２　副会長は、会長を補佐し、会長に事

故がある時は、あらかじめ会長が定
めた順序によりその職務を代理する。

３　理事は、理事会を組織し、会務を執
行する。

４　常任理事は会務を分掌する。
５　監事は、会計を監査する。

（任期）
第10条　役員の任期は２年とする。ただし再

任を妨げない。
２　役員に欠員を生じたときは、理事会

においてこれを補充する。
３ 補充により就任した役員の任期は、

前任者の残任機関とする。
（顧問）
第11条　本会に、顧問をおくことができる。

２　顧問は、理事会の推薦により会長が
委嘱する。

３　顧問は、会長の諮問に応じて意見を
述べ、本会の事業を援助する。

第４章　会　　　議
（会議）
第12条　本会の会議は、総会及び理事会とす

る。
２　総会は毎年１回開催する。ただし、

会長が特に必要と認める場合には、
臨時総会を開くことができる。

３　理事会は必要に応じて開催する。
（議決事項）
第13条　総会は会員の半数以上の出席をもっ

て構成し、次の各号に掲げる事項を
議決する。

１　事業計画及び予算の決定
２　事業報告及び決算の承認
３　規約の変更
４　前各号に掲げるもののほか会長また

は理事会が必要と認める事項
２　理事会は理事の半数以上の出席をもって

栃木県小児保健会規約
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附　　則
３　この規約は昭和60年４月１日から適用す

る。
附　　則
４　この規約は平成４年６月20日から適用す

る。
附　　則
５　この規約は平成６年７月２日から適用す

る。

構成し、次の各号に掲げる事項を議
決する。

１　総会の議決した事項の執行に関する
事項

２　総会に付議すべき事項
３　総会から委任された事項
４　前各号に掲げるもののほか、総会の

議決を要しない会務の執行に関する
事項

（議長）
第14条　総会の議長は、会長又は、会長があ

らかじめ指定した者が総会の承認を
得てこれにあたる。

２　理事会の議長は会長がこれにあたる。
（議決）
第15条　会議の議事は出席構成員の過半数の

同意をもって可決し、可否同数の場
合は議長の決するところによる。

第５章　事 務 所 等
（事務所）
第16条　本会の事務所は、会長のもとに置く。

（事務局）
第17条　本会の事務を処理するため事務局を

置く。
２　事務局の職員は会長が委嘱する。

第６章　会　　　計
（費用負担）
第18条　本会の運営に要する費用は会費、寄

附金及びその他の収入をもってあて
る。

（会計年度）
第19条　本会の会計年度は毎年４月１日に始

まり翌年３月31日に終わる。

第７章　雑　　　則
（規約外事項）
第20条　この規約に定めるもののほか、必要

な事項については会長が別に定める。

附　　則
１　この規約は昭和49年11月29日から適用す

る。
附　　則
２　この規約は昭和53年６月24日から適用す

る。
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栃木県小児保健会会員の加入状況

（平成25年3月31日現在）

謝　　辞

本会の運営に対し多くの企業の補助、ご寄付、ご協力いただきました。
ここに社名を挙げて厚く御礼申し上げます。

エーザイ（株） 小野薬品工業（株）

大塚製薬（株） 協和発酵キリン（株）

グラクソ・スミスクライン（株） 田辺三菱製薬（株）

中外製薬（株） ノボノルディスクファーマ（株）

（株）明治 メルクセローノ（株）

（アイウエオ順）

a正会員 353名
医師 149名
歯科医師 2名
保健婦 74名
看護師 85名
教論・養護教論 13名
助産婦 5名
栄養士 4名
その他 21名



編集後記

平成24年度より、有阪 治 会長のもと、獨協医科大学小児科が事務局として運営させていただ
きました。会員の皆様にはご協力ありがとうございました。

この度、無事「小児保健会栃木第30号」を完成させることができました。
本号には、平成24年度 栃木県小児保健総会・研修会の内容が掲載されております。
ご発表いただきました先生方にはご多忙中の中、編集にご協力いただきまして誠にありがとう

ございました。研修会に出席できなかった会員の皆様にもご講演頂いた先生方のお考えが伝わる
ものと確信しております。

最後に会員の皆様には今後ともよろしくお願いしますとともに、ご寄付をいただきました各社
に深謝いたします。

事務局

小児保健栃木　30号
平成25年３月31日発行

発行　栃木県小児保健会
下都賀郡壬生町北小林880
獨協医科大学小児科学教室内

印刷　㈱松井ピ・テ・オ・印刷




